
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   
学 校 名       

 
岐阜市立岐阜中央中学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２６年１１月１日（土）、１１月２１日（金）  

 
実 施 概 要 

 

①土曜参観・弁当の日  １１月１日（土）  
○実施内容  

・全校…弁当の日（自分で計画を立てて弁当を作ってくる。作る段階で

家族の方の協力を得たりアドバイスしたりしていただく。）  

・１、２年…授業参観の後、学級懇談会  
・３年…進路説明会（親子で聞く）  
②地域清掃  １１月２２日（土） 
○参加者総数６１５人（生徒３９０人、教職員２５人、保護者５５人  地域

の方６５人、小学生８０人）  

○実施内容  
・全体会…各地区生徒会で整列  
・各地区へ移動し、清掃活動（保護者、地域の方、小学生とともに地域を

きれいにする）  

 
実 施 内 容 

 

 
学習・取組の分野 
 ☑自然    □歴史  ☑文化  □産業   □その他   
 
公開の方法 
 ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 

 
保 護 者 

 
３００人 

 
 
 計     ３５０ 人 
 

 
地域関係者 

 
 ５０人 

 
実 施 状 況 

 

 
○弁当の日については、今年度３年目となるが、改めてその目的を確認し

事前の家庭科の学習で栄養バランス等を考慮した弁当を考えることで生

徒の意欲の向上に結びつけたり、保護者の方にレシピを募集して親子で

一緒につくるという動きを高めたりした。  

○生徒たちが弁当を食べている様子をＰＴＡ役員が写真を撮ったり、イン

タビューをしたりして弁当づくりのがんばりに対する価値付けをした。  

○地域清掃では、中学３年生が下学年をリードし、指定の場所をきれいに

することができた。また、中学生が小学生の模範となる姿を示すことで

きた。昨年度に比較して保護者や地域の方の参加が増え、一緒に活動で

きた。   

 
成果及び課題 

 

○ここ２年間の実施に続いて今年も、という形式的な「弁当の日」になら

ないように事前の取組で工夫することができた。特に２年生では、家庭

科で教科担任と栄養教諭によるＴＴの授業を行い、栄養バランスを考え

た弁当を一人一人の生徒が考え、当日に結びつけることができた。  

また、ＰＴＡが積極的に関わり、レシピを募集して紹介するなど、保護

者の啓発に努めた。その結果、昨年度以上に保護者が協力的で、生徒と

一緒に弁当の中身を考えたり、一緒に作ったりなど、ふれあいのきっか

けとなってよかったという声も多かった。  

○今年度コミュニティ・スクールになったことで中学生がスタッフ等とし

て地域の様々な活動で貢献することが多くなったこともあり、地域清掃

にも責任感をもって取り組むことができた。昨年度までの活動を通して

地域ぐるみで行う「地域清掃」が定着したことで保護者や地域の方の参

加者の増加につながった。  

△授業参観（土曜授業）と地域清掃を同一日に行うなど、地域清掃への保

護者や地域の方の協力をさらに得るために工夫を考えたい。  

 

 


